
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２９年度まなびフェスト 
 平成２９年度の徳田小学校のまなびフェストは下記のとおりです。この「まなびフェスト」は、今年度、学校、

家庭、児童それぞれが重点として取り組む事項を明記したものです。今年度の変更点やご留意いただきたい内容は

次の点です。なお、カッコ内は、ご家庭で決めて配付用のまなびフェストにご記入ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．学校でも家庭・地域でも進んで明る

くあいさつします。 

 

２．親（家族）や先生（学校）との約束

を守ります。 

 

３、仲間はずれやいじめはしません。 

１．学校では、朝学習や授業に集中します。 

２．家庭学習を頑張ります。 
・時間は、「10 分×（学年＋1）」以上頑張りま

す。 

・テレビを消して勉強します。（ながら勉強は

しません。） 

３．家でも読書をします。 
・全学年：毎日 10 分以上 

１．望ましい生活習慣を身につけます。 
・「早寝・早起き」の時刻を決めます。 

寝る時刻（       ） 

起きる時刻（       ） 

・朝食をしっかり食べます。 

・テレビ、ゲーム、パソコンなどのメディアを

使うときは、約束を守ります。 

平日は（   ）分以内にします。 

２．６０（ロクマル）運動に取り組みます。 

１． 毎日のあいさつを大切にします。 
（親が手本となる。） 

 

２． 家族のふれあいを大切にします。 
（顔を見て話を聞く。） 

１．テレビを消し静かな環境づくりと励ましの

声かけに努めます。 

 

２．親子ふれあい読書に取り組みます。 

１．「早寝、早起き、朝ごはん」をしっかり習

慣付けます。 
※低学年は 9時までに、高学年は 10 時までに寝

るのが望ましい。 

２．メディアに関わる時間を減らす「ノー 

メディアチャレンジデー」の実施 

（年 2回の家庭学習強化週間にあわせて取

り組みます）。 
※ 平日は 60 分以内が望ましい。 

１．あいさつが響き合う学校にします。 
・明るいあいさつとはっきりした返事が

できるように指導します。 

 

２．お互いに助け合える子供を目指しま

す。 
・ＪＲＣの精神に則り、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に取

り組みます。 

 

３．みんなと仲良くできる子供を目指し

ます。 
・縦割り班で清掃や遊びの活動に取り組

みます。 

・いじめは許しません。 

１．基礎学力の向上を図ります。 
・国語・算数のまとめとしての単元テストで 85

点以上を目指します。 

・「とくとくタイム」で全員 90 点以上を目指し

ます。 

・家庭学習の手引きを配付し、内容の指導をし

ます。 

・授業と連動した宿題を出し基礎・基本を確実

にします。 

２．指導力の向上に努めます。 
・「わかる授業」づくりに努めます。 

・全学級で授業を公開し合う研究会をします。 

３．読書活動を充実させます。 
・朝読書や家庭読書の取り組み（目標：低 80冊、中 50

冊、高 30冊）。 

１．体力向上に取り組ませます。 
・業間運動（夏場はマラソン、冬場は縄跳び） 

・外遊びの奨励 

・徒歩通学の推奨と継続 

・ラジオ体操の励行 

    

 

 

 

 

２．清掃活動に力を入れます。  
・最後まで責任をもってやり遂げるように取り

組ませます。 

校 報 

徳田っ子 
平成 29 年 5 月 11 日(木) 

第 ３号 

矢巾町立徳田小学校 

希望郷いわて 元気・体力アップ 

６０（ロクマル）運動 

～学校・家庭・地域で１日 60分以上 
    運動･スポーツに取り組もう～ 

 

児
童
は 

 

家
庭
は 

 

学
校
は 

「思いやりのある、かしこく、たくましい徳田っ子の育成」 

 思 い や り の あ る 子 
(互いによさを認め合い、共に励む子…｢徳｣) 

か  し  こ  い  子 
（自ら学び、考え、表現する子…「知」） 

た  く  ま  し  い  子 
（健康で、粘り強くやり遂げる子…「体」） 

○それぞれの児童の実態に応じて、今よりもメディアにかかわる時間を減らすことにチャレンジするという意味で「ノー

メディアチャレンジデー」と名称を変更しました。 

○「６０（ロクマル）運動」は、生涯にわたって健康に生活する基礎を培うために１日６０分以上の運動やスポーツに取

り組もうという運動です。１日６０分の運動と聞くとハードルが高いような印象を受けるかもしれませんが、６０分

の中には、徒歩や自転車での登下校や清掃等も含まれます。片道１５分の登下校を徒歩で行うとそれだけで目標の半

分はクリアできてしまいます。車で送り迎えをする際も、学校から少し離れたところまでとし、徒歩で通学する時間

をつくっていただきたいと思います。 

○どの子にも必ずクリアさせたい読書目標にしたいと考え、読書冊数を減らしました。 

 



 


